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 ２８年５月の各新聞に掲載された記事の中で、今年度の「青少年のネット非

行・被害対策情報」で未配信の情報を一覧にしました。 
 

５／２ 

●日本ＰＴＡ全国協議会が、小５・中２の子どもと保護者に聞いたスマホルールに関する調査によると、

次のような結果でした。 

 子ども 保護者 
小５ 中２ 小５ 中２ 

ＳＮＳの利用ルールが『ある』 26.1％ 23.6％ 51.3％ 59.8％ 

携帯･スマホで遊ぶゲームに関

するルールが『ある』 
32.2％ 26.6％ 52.2％ 55.3％ 

●親子の認識に大きな差があり、携帯電話やスマートフォンの家庭内ルールは徹底されていない可能

性が・・・・・。 

 

（参考：福井新聞、日刊県民福井、中日新聞、日本経済新聞） 

５／８ 

●アメリカの情報セキュリティ会社の話として、「ヤフーメール、Ｇメール、ホットメールを含むウェブ

メールアカウントのアドレスとパスワードの組み合わせ計２億７２３０万件がハッキングにより

流出し、ロシアで秘密裏に売買されている。」と報じられました。最近では最大のハッキング被害だとの

ことです。中には、アメリカの銀行や民間企業大手の従業員が持つアカウントも含まれていたようです。 

（参考：毎日新聞） 

●ちなみに、国内では、人気アーティストを抱える音楽会社の所属アーティス

ト公式ＨＰに不正なアクセスがあり、キャンペーン応募者の氏名・住所・電

話番号・メールアドレス等計３５万件が流出した恐れありとの発表があ

りました。                   （参考：5/2 付 福井新聞） 

５／１２ 

●通っていた中学校の HP にサイバー攻撃をかけたとして、大阪府警は同市内私立高校生を電子計算

機損壊等業務妨害の疑いで書類送検しました。この生徒は国際的ハッカー集団「アノニマス」に憧

れ、「低レベルな授業しかしない先生を困らせたかった」と、攻撃用ソフトを使い通学先の学校 HP に大

量アクセスをして負荷をかけたようです。アクセスは最多で１０分間に１５０００回以上に達し、通常

の５０～６０倍の負荷がかかった状態だったとのことです。    

        （参考：毎日新聞） 

ルールはない！ 

ルールはある！ 

VS 



５／３０ 

●ＮＴＴドコモの５つのスマホ新機種を対象に、携帯電話についているＧＰＳ（全地球測位システム）

の位置情報を、「端末の位置情報が検索されようとしています」との表示が出ない状態で、犯罪捜査に

利用できるようになりました。 

●ＧＰＳ情報が使えると、誘拐等で容疑者の居場所を見つけるのに利用できますが、検索していること

を本人が分かると逃げる恐れがあります。そこで警察庁の要請により、総務省のガイドラインが改定さ

れ「通知なし」が可能になりました。発売済の機種でも、アプリの更新で対応できるようです。（他の携

帯会社は現在検討中とのこと。）                       （参考：朝日新聞） 

新聞に掲載された記事ではありませんが、アダルト情報サイト等に関する情報を報告します。 

●全国の消費生活センター等に寄せられた苦情件数の中で、「利用した覚えのないサイト利用料を請求す

るメールが届いた」等の「架空請求」に関する相談、「無料サイトだと思い閲覧したら、突然“有料会員

登録完了”となり、高額な料金を請求された」等の不当請求と思われる「アダルト情報サイト」に関す

る相談が増加しています。                     （参考 国民生活４月号） 

●ちなみに、県の消費生活情報誌「くらしの情報ふくい №81」には次のようなアドバイスがのってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家庭の日」推進テーマ５月「野や山に出かけ、美しい自然に親しもう」 

「青少年育成の日」推進テーマ５月「心のこもったあいさつでふれあいの輪を広げよう」 

 

 
本メールに関して御質問、お問い合わせがある場合は下記まで御連絡ください。 

【担当】福井県安全環境部県民安全課 金森 

  ☎:0776-20-0745（直通） ﾒｰﾙ:m-kanamori-mi@pref.fukui.lg.jp 


